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補　正　予　算

一般会計　総額151億7,704万円に

農
地
中
間
管
理
事
業
や

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
委
託
料
な
ど

２
億
１
９
８
０
万
円
を
補
正

一
般

会
計

　

平
成
26
年
第
５
回
神
埼
市
定
例
会
は
、
11
月
28

日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開

催
さ
れ
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
26
件
で
、
そ
の
内
専
決
処

分
の
承
認
を
求
め
る
案
件
４
件
、
指
定
管
理
者
の

指
定
案
件
8
件
で
あ
り
、
そ
の
議
案
の
中
に
は
、

神
埼
市
長
等
の
給
料
月
額
の
特
例
に
関
す
る
条

例
の
制
定
（
市
長
及
び
副
市
長
の
給
料
月
額
に
つ

い
て
、
特
例
に
よ
る
減
額
を
行
う
も
の
）。
神
埼

市
中
央
公
民
館
改
修
工
事
等
に
伴
い
公
民
館
使

用
料
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
・
５
号
）
は
、
歳

入
歳
出
総
額
に
２
億
１
９
８
０
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
が
１
５
１
億
７
７
０
４
万

円
と
な
る
。
特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
の
提
案
も

含
め
26
件
を
可
決
し
、
12
月
16
日
に
閉
会
し
た
。

会　計　名 補　正　額 補正後の総額

一般会計 2 億 1980 万円 151 億 7704 万円

特
別
会
計

国民健康保険 3289 万円 42 億 1709 万円

後期高齢者医療 25 万円 3 億 7838 万円

下水道事業 678 万円 12 億 2160 万円

神埼市中央公民館
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千
代
田
庁
舎
太
陽
光
発
電
施
設

整
事
業
（
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
事
業
）△

２
１
７
万
７
千
円

旧
広
滝
西
公
民
館

　
　
　
　
　

解
体
工
事
請
負
費

１
４
０
万
４
千
円

生
活
保
護
扶
助
費

２
５
７
５
万
４
千
円

Ｑ　

補
正
内
訳
に
お
け
る
不
用
額
の

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　

入
札
減
で
あ
る
。

Ｑ　

事
業
目
的
に
「
行
政
経
費
の
縮

減
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
縮
減

効
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

Ａ　

年
間
に
１
５
０
万
円
程
度
の
節

減
が
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

市
が
保
有
す
る
物
件
な
の
か
。

Ａ　

昭
和
40
年
代
に
、
営
林
署
か
ら

脊
振
村
に
変
換
さ
れ
、
広
滝
西
集

落
に
貸
し
て
い
た
が
、
別
の
場
所

に
集
会
所
を
設
け
、
現
在
使
わ
れ

て
い
な
い
。

Ｑ　

敷
地
面
積
は
ど
れ
く
ら
い
な
の

か
。

Ａ　

倒
壊
場
所
面
積
は
２
０
４
㎡
で

あ
る
。

Ｑ　

最
低
生
活
費
に
満
た
な
い
と

き
、
差
額
分
を
保
護
費
と
し
て
支

払
う
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
。

Ａ　

最
低
生
活
費
は
、
年
齢
、
世
帯

員
構
成
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。
50

代
一
人
世
帯
で
6
万
円
弱
で
あ

る
。

Ｑ　

医
療
扶
助
が
突
出
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
な
の
か
。

Ａ　

医
療
扶
助
は
、
10
割
を
支
払
う

た
め
、
手
術
や
大
き
な
医
療
費
が

必
要
と
な
る
。

Ｑ　

職
員
は
、
入
所
や
入
院
者
の
把

握
の
た
め
の
訪
問
を
お
こ
な
っ
て

い
る
の
か
。

Ａ　

生
活
保
護
に
置
い
て
、
訪
問
調

査
と
病
状
調
査
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
。
毎
月
、
２
ヶ
月
、
３
ヶ

月
、
６
ヶ
月
と
い
う
形
で
生
活
調

査
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

解
体
後
の
敷
地
活
用
等
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
土
砂

災
害
の
危
険
区
域
と
い
う
こ
と
で

網
が
か
ぶ
っ
て
い
て
、
ど
の
よ
う

な
利
用
が
で
き
る
の
か
検
討
し
て

い
る
。

予
算
特
別
委
員
会

こ
れ
が
聞
き
た
い
！

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

旧広滝西公民館
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農
地
中
間
管
理
事
業

１
５
２
０
万
９
千
円

佐
賀
県
知
事
選
挙
費

２
１
６
１
万
８
千
円

農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

１
１
８
万
円

Ｑ　

地
域
と
営
農
法
人
と
の
関
係
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

従
前
の
営
農
組
織
で
展
開
さ
れ

て
い
た
集
約
の
も
の
を
法
人
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
個
々
の
相
対

で
は
な
く
法
人
と
利
用
権
設
定
を

結
ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ　

佐
賀
県
知
事
選
挙
開
票
所
神
埼

中
央
公
園
体
育
館
電
気
配
線
工
事

に
伴
い
選
挙
終
了
後
は
、
工
事
施

Ｑ　

シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
台
帳
情
報
を
公

開
す
る
利
点
と
し
て
何
が
考
え
ら

れ
る
か
。

Ａ　

項
目
が
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た

点
と
、
全
国
版
と
し
て
農
地
情
報

シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を
送
る
こ
と

で
一
元
化
さ
れ
る
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

農作業状況

佐賀県知事選挙開票場

工
前
に
戻
す
の
か
。

Ａ　

中
央
公
民
館
の
改
築
に
伴
う
仮

開
票
所
の
為
に
開
票
事
務
終
了
後

速
や
か
に
現
状
復
旧
す
る
。
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Q
条例では、神埼市長等の給料月額の特例に関する条例と神埼市教育委員会教育長の給与月

額の特例に関する条例とあるが、同じ議案でよいのか。

A

確かにそれぞれの条例で市長、副市長、教育長と定めており、それぞれの議案で改正する

のか、まとめて改正するのか検討した。変更内容は同じなので、条例を改正するにあたって、

２つの条例を一緒に改正することもあり、「給与に関する条例等」と「等」を付けている

ところである。

Q

条例の制定は、トップの責任ということで、市長、副市長の減給については、自発的にさ

れているのか。

解説 　下水道施設使用料の賦課漏れ事案の判明により管理監督者として引責するため、
　　　　市長及び副市長の１月分の給料の減額を行う内容

A
特別職にある者が、市職員を束ねる意味合いにおいて、管理監督責任というものはきちん

と考えるべきということ。20％の率や自らの処分は、全国のケースを参考にしている。

Q
市長、副市長は自ら処分するということだが、職員の責任についてはどのような考えを持っ

ているのか。

A
職員については、職員の職責、この事案に関して関わり具合などを勘案した中で検討する

必要があると思っている。

《議案第78号》　（全員賛成）
神埼市長及び副市長の給与に関する条例等の一部改正について

平成26年11月定例会（議案第77号～92号）

《議案第80号》　（全員賛成）
神埼市長及び副市長の給与に関する条例の制定について

各常任委員会のＱ＆Ａ

総務常任委員会
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各常任委員会のＱ＆Ａ

Q 今回の改正は、出産一時金の額の改正によるものだが、
産科医療補償とはどのようなものか。

A

分娩に係る医療事故により障害が生じた場合、患者の救
済と紛争の早期解決、産科医療の質の向上を図るという
ことで、医療保障制度を設け、新たに保険料の算定がな
された。

Q 父子家庭に関する法律はこれまでなかったのか。また、父子家庭に対する援助はこれまで
なかったのか。

A
現行は母子及び寡婦福祉法という法律であり、今回父子家庭にも支援をしていくことで、
法律に父子という言葉が加わることになった。
これまでも父子家庭に対し、一人親医療費助成や児童扶養手当等の援助はなされている。

Q
神埼市の公民館使用料は、市内居住者と
市外居住者の料金区別がなされているが、
県内の状況はどのようになっているか。

A
県内 20 市町のうち 10 市町が市内市外の
料金を区別している。一番多いのは市内
料金の２倍という設定になっている。

《議案第82号》　（全員賛成）
神埼市国民健康保険条例の一部改正について

《議案第83号》　（全員賛成）
神埼市福祉事務所設置条例の一部改正について

《議案第85号》　（全員賛成）
神埼市公民館設置条例の一部改正について

文教厚生常任委員会

神埼市中央公民館（調理室）
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各常任委員会のＱ＆Ａ

Q

第３セクターへの委託の中で、採算が取
れないということで「わんぱく館」のレ
ストランは個人が営業されているが、そ
ういうことが可能なのか。

A

観光協会が管理している分で、賃借料は
市に支払われている。高取山公園の条例
で使用料の設定等でしばっているので、
間違いない。

Q 駅北口の駐車場は、年間どれ位の売上げ
があるのか。

A

駐車場の年度別の収入金額は、平成 25 年
度 371 万６千円、平成 24 年度 347 万２千
円、平成 23 年度 373 万円となっており、
350 万円前後の推移となっている。

Q
他の市立保育園は直営であるが、せふり保育
園はどのような経緯で指定管理者制度になっ
ているのか。また職員は市の職員なのか。

A

合併前から社会福祉協議会に指定管理をして
運営されており、合併の時も協議されたが社
会福祉協議会への指定管理が妥当ということ
で結論がだされた。
職員の身分は社会福祉協議会の職員と臨時職
員となっている。

《議案第90号》　（全員賛成）
脊振山村広場の指定管理者の指定について

《議案第91号》　（全員賛成）
神埼市駅北口駐車場の指定管理者の指定について

《議案第86号》　（全員賛成）
神埼市立せふり保育園の指定管理者の指定について

産業建設常任委員会

神埼市駅北口駐車場

せふり保育園

高取山公園わんぱく館
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原　
　

信
義

×

片
江　
　

護

○

佐
藤　

知
美

×

福
田　

淸
道

×

松
本　

軍
二

○

木
原　

憲
治

○

葊
瀧　

恒
明

○

山
田　

一
明

○

田
原　

和
幸

○

原
口
ひ
さ
よ

○

白
石　

昌
利

○

野
副　

昭

○

野
口　

英
樹

×

藤
瀬　

光
正

○

中
野　
　

均

○

簑
原　
　

忍

○

宮
地　
　

明

○

西
原　

正
剛

○

山
口　

義
文

○

永
沼　
　

彰

果結決議号番案議

可決議案第68号

賛否一覧表 ※議案について、賛成・反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛否があった議案を紹介します。
議案第 68 号　平成 25 年度神埼市国民健康保険事業特別会計歳入
　　　　　　　歳出決算認定について

　神埼市における平成 25 年度 2,000 千円未満の個人所得の割合は 72％、これに対する国民健
康保険税の一世帯当たりの保険料は、194,321 円、一人当たり保険料は 106,604 円となっている。
加入する自営業者、農家の所得低下、また無職者の増大など、国保の構造的問題が抱えている
現状のもとで、所得に対しての保険料の負担が非常に重くなっている。このよう国保の構造的
問題の解決を求める声が幾度も出されているにもかかわらず、政府、国は、根本的解決の姿勢
を示していない中で、今こそ市民の健康、生命を守る自治体の役割を果たすべきだと思う。多
くの自治体が一般会計より国保会計へ繰り入れを行い、国保税引き下げを行っている自治体も
ある中で、神埼市ではそのような措置がなされていないことを指摘し反対討論とします。

反対討論（佐藤知美議員）

決
算
特
別
委
員
会

審
議
の
あ
ら
ま
し

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
11
月
６
日
〜
14
日
ま
で
25
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
と
５
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い
て
質
疑
応
答
を
行
い
、
審
査
報
告

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
〈
総
務
企
画
部
〉

Q　

今
後
、
市
内
巡
回
バ
ス
運
行
事

業
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
利
用
料
収
入
額
は
い
く

ら
か
。

A　

地
域
公
共
交
通
対
策
に
つ
い
て

は
、
３
年
を
一
区
切
り
で
見
直
し
を
行

う
。
利
用
料
は
地
域
公
共
活
性
化
協
議

会
で
管
理
し
て
い
る
。
今
後
は
、
事
業

一
覧
表
の
中
で
収
支
を
示
し
た
い
。

Q　

さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
運
営
事
業
に

つ
い
て
は
、
神
埼
市
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は

ど
の
よ
う
な
形
で
表
れ
て
い
る
の
か
。

A　

さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン
を
初
め
て

知
っ
た
と
い
う
方
が
多
く
、
神
埼
市

の
P
R
が
出
来
て
い
る
と
思
う
。

Q　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
契
約
率

は
、
ど
れ
位
増
加
し
た
の
か
。

 

一
般
会
計

A　

テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
合

わ
せ
て
、
約
20
％
の
契
約
と
な
っ
て

い
る
。

Q　

神
埼
市
ブ
ラ
ン
ド
創
造
事
業

（
菱
の
ブ
ラ
ン
ド
化
）
に
つ
い
て
、

５
年
間
で
評
価
す
る
と
な
っ
て
い
る

が
今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

A　

平
成
22
年
度
か
ら
５
年
間
の
経

費
、
コ
ス
ト
、
販
売
状
況
等
を
含
め

て
検
討
す
る
。

Q　

旧
古
賀
銀
行
は
ど
の
よ
う
に
整旧古賀銀行の全景
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備
す
る
の
か
。
ま
た
、
歴
史
資
料
館

整
備
計
画
が
あ
る
の
か
。

A　

旧
古
賀
銀
行
は
、
現
在
の
ま
ま

で
は
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
り
、
補
強
を

し
て
原
形
に
戻
す
計
画
で
あ
る
。

　
〈
市
民
福
祉
部
〉

Q　

入
湯
税
の
収
入
未
済
額
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

平
成
25
年
度
決
算
で
21
万
１
，

３
５
０
円
が
未
納
に
な
っ
て
い
る
。

Q　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
の
か
。

A　

10
パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
が
コ
ン

ビ
ニ
収
納
で
あ
る
。

Q　

神
埼
市
民
が
「
し
ら
さ
ぎ
苑
」

を
使
用
す
る
場
合
、
使
用
制
限
を
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。

A　

三
養
基
地
区
を
中
心
に
運
営
さ

れ
て
い
る
の
で
、
組
合
員
が
優
先
に

な
っ
て
い
る
。

Q　

火
葬
場
使
用
料
補
助
金
の
受
益

者
負
担
分
を
同
一
金
額
に
で
き
な
い

か
。

A　

市
民
の
方
で
あ
れ
ば
同
じ
補
助

率
で
あ
る
。

Q　

不
法
投
棄
対
策
事
業
委
託
に
つ

い
て
は
、
随
意
契
約
と
な
っ
て
い
る

が
そ
の
理
由
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

A　

山
間
地
域
の
道
路
網
や
危
険
度

を
熟
知
し
た
業
者
と
い
う
こ
と
で
森

林
組
合
に
委
託
し
た
。

Q　

土
地
開
発
公
社
で
保
健
セ
ン

タ
ー
用
地
の
利
息
を
負
担
し
て
い
る

が
、
土
地
開
発
基
金
で
買
い
戻
せ
ば

利
息
を
払
わ
な
い
で
済
む
の
で
は
な

い
か
。

A　

保
健
セ
ン
タ
ー
敷
地
に
つ
い
て

は
、平
成
26
年
度
、平
成
27
年
度
に
分

け
て
買
い
戻
す
計
画
を
立
て
て
い
る
。

Q　

特
別
保
育
事
業
の
延
長
保
育
に

つ
い
て
、
時
間
延
長
の
希
望
が
出
て

い
な
い
の
か
。

A　

19
時
以
降
の
相
談
が
あ
っ
て
い

る
。
保
育
園
体
制
を
勘
案
す
る
と
難

し
い
部
分
が
あ
り
、
将
来
的
に
は
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
照
ら
し
合
わ
せ
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q　

市
立
・
私
立
保
育
園
で
、
定
員

に
満
た
な
い
園
が
あ
る
が
そ
の
要
因

は
何
か
。

A　

市
立
保
育
園
が
定
員
に
至
っ
て

い
な
い
。
神
埼
市
に
於
い
て
は
保
育

士
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
申
込
み

が
あ
っ
て
も
受
け
入
れ
が
出
来
な
い

状
況
で
あ
る
。

は
、
工
期
が
12
月
ま
で
に
な
っ
て
い

る
が
、
検
査
は
７
月
に
済
ん
で
支
払

い
は
８
月
に
な
っ
て
い
る
。
導
入
テ

ス
ト
期
間
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
検
査

を
遅
く
す
べ
き
と
思
う
が
。

A　

ご
指
摘
の
と
お
り
だ
と
思
う
の

で
、
今
後
は
事
業
内
容
と
検
査
対
象

及
び
工
期
を
含
め
て
十
分
考
慮
し
て

取
り
組
み
た
い
。

　
〈
産
業
建
設
部
〉

Q　

地
元
購
買
力
推
進
券
事
業
に
つ

い
て
は
、
利
用
さ
れ
る
店
が
集
中
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

A　

利
用
さ
れ
て
い
る
店
は
、
食
品

小
売
業
が
半
数
程
度
と
い
う
報
告
が

上
が
っ
て
い
る
。

Q　

青
年
就
農
給
付
金
の
対
象
者

は
、
ど
う
い
う
農
産
物
を
生
産
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
技
術
的
な
指

導
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　

一
人
は
、
養
鶏
と
米
、
野
菜
、

し
い
た
け
を
販
売
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
ほ
か
の
方
は
施
設
園
芸
の
方
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

　

給
付
後
３
年
間
は
半
年
ご
と
に
状

仁比山保育所

Q　

扶
助
費
の
住
宅
手
当
支
援
費

は
、
ど
う
い
う
場
合
に
支
出
さ
れ
る

の
か
。

A　

失
業
に
よ
り
収
入
が
絶
た
れ
た

方
で
引
き
続
き
求
職
活
動
を
し
て
い

る
が
、
住
宅
の
確
保
が
出
来
な
い
状

況
の
方
に
は
生
活
保
護
の
限
度
額
の

３
ヶ
月
分
を
限
度
に
支
給
。

Q　

戸
籍
副
本
管
理
シ
ス
テ
ム
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
導
入
業
務
委
託
に
つ
い
て
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況
報
告
を
頂
き
、
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
な
が
ら
、
農
業
で
一
本
立
ち
で

き
る
よ
う
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ

て
い
る
。

Q　

千
代
田
西
１
号
線
の
未
買
収
地

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

前
向
き
に
考
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
ま
だ
、
具
体
的
な
買
収
の

話
ま
で
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ

る
。

A　

合
併
以
降
は
、
神
埼
市
で
明
け

渡
し
請
求
を
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。

　
〈
教
育
委
員
会
〉

Q　

小
・
中
学
校
英
語
教
育
推
進
事

業
の
委
託
業
者
の
評
価
は
、
誰
が

行
っ
て
い
る
の
か
。

A　

各
学
校
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
、
先
生
方
に
評
価
を
し
て
頂
い
て

い
る
。

Q　

は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
の
老
朽
化
に

対
し
て
施
設
整
備
方
針
及
び
整
備
計

画
は
あ
る
の
か
。

A　

現
段
階
で
は
修
繕
で
き
る
も
の

は
修
繕
で
対
応
。
今
後
、
管
理
状
況

を
見
な
が
ら
必
要
な
箇
所
が
出
た
場

合
は
、
予
算
を
計
上
し
て
い
く
。

Q　

国
保
税
の
負
担
が
大
き
い
と
訴

え
て
き
た
が
、
市
の
法
定
外
繰
入
れ

を
す
れ
ば
出
来
る
と
思
う
の
で
、
平

成
25
年
度
で
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

の
か
。

A　

一
般
財
源
か
ら
の
繰
入
金
は
考

え
て
い
な
い
。

Q　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

国
保
税
の
収
納
率
は
、
医
療
給

付
費
分
93
・
87
％
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
分
93
・
90
％
、
介
護
給
付
金
分

91
・
95
％
と
な
っ
て
い
る
。

Q　

脊
振
診
療
所
の
入
口
附
近
に

ロ
ー
タ
リ
ー
が
あ
り
、
危
険
だ
と
思

う
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考

千代田西１号線未買収地

千代田文化会館（はんぎーホール）の内部

脊振診療所の全景

 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

 
診
療
所
特
別
会
計

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計

え
て
い
る
の
か
。

A　

診
療
所
か
ら
も
危
な
い
と
い
う

意
見
を
頂
い
て
い
る
。
建
物
が
老
朽

化
し
て
い
る
の
で
、
公
共
施
設
の
在

り
方
検
討
会
で
検
討
し
て
い
る
。

Q　

下
水
道
使
用
料
の
賦
課
漏
れ
に

つ
い
て
、
そ
の
後
の
処
理
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

賦
課
漏
れ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
戸
別
訪
問
と
電
話
交
渉
で
行
っ

て
い
る
。

Q　

住
宅
使
用
料
の
滞
納
者
に
対
し

て
、
明
け
渡
し
請
求
を
実
施
し
た
事

例
は
過
去
に
あ
る
の
か
。
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産業建設常任委員会活動報告

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
は

10
月
６
次
産
業
の
取
り
組
み

と
、
ダ
ム
事
業
に
つ
い
て
視
察

研
修
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
分
市
の
６
次
産
業
の
取
り

組
み
は
、
平
成
23
年
７
月
に

『
大
分
市
６
次
産
業
化
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
』を
立
ち
上
げ
、

農
業
漁
業
・
食
品
製
造
業
・
飲

食
業
・
ホ
テ
ル
業
・
旅
行
業
者
・

Ｉ
Ｔ
産
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

会
員
を
募
集
し
、
会
員
２
６
１

名
に
よ
る
『
異
業
種
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』
を
立
ち
上
げ
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
６
次
産

業
化
推
進
の
為
に
研
究
開
発
及

び
商
品
化
促
進
支
援
に
補
助
金

を
交
付
し
、
市
内
店
舗
で
の
販

売
や
ネ
ッ
ト
販
売
に
よ
り
全
国

へ
の
販
売
網
を
拡
大
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

神
埼
市
に
於
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
単
品
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

商
品
が
多
く
、
今
後
、
企
業
や

Ｊ
Ａ
・
商
工
会
等
の
協
力
を
得

て
取
り
組
ん
で
い
く
事
と
異
業

　

10
月
１
日
・
２
日
に
か
け
て
、

広
島
県
廿
日
市
市
の
「
公
共
施

設
更
新
問
題
に
つ
い
て
」
と
、

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
の
「
空

き
家
等
適
正
管
理
に
つ
い
て
」、

行
政
視
察
研
修
を
実
施
致
し
ま

し
た
。

　

廿
日
市
市
で
は
、
高
度
成
長

期
に
整
備
さ
れ
た
施
設
は
老
朽

化
が
進
み
、
公
共
施
設
更
新
問

題
に
議
論
を
重
ね
改
革
に
着
手

さ
れ
、
現
状
分
析
を
詳
細
に
行

い
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
床

面
積
の
縮
減
」「
機
能
を
重
視

し
た
再
配
備
」「
資
産
の
有
効

活
用
」「
効
果
的
管
理
運
営
」「
一

元
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
５
項

目
を
柱
に
取
組
み
が
開
始
さ

れ
、機
能
集
約
を
基
に
計
画
し
、

市
報
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
市
民
の

理
解
を
得
た
機
能
集
約
型
の
再

編
計
画
で
し
た
。

　

神
埼
市
に
お
い
て
も
市
民
の

目
線
に
改
革
を
進
め
る
こ
と
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

山
陽
小
野
田
市
で
は
、
空
き

家
等
の
管
理
に
つ
い
て
は
個
人

の
財
産
に
行
政
が
関
わ
る
事
へ

種
と
の
連
携
も
必
要
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。

　

次
に
大
分
川
ダ
ム
は
、
洪
水

調
節
、
及
び
下
流
の
流
水
の
正

常
な
機
能
維
持
、
上
水
道
用
水

の
確
保
を
目
的
と
し
た
多
目
的

ダ
ム
で
、
全
国
で
も
珍
し
い

「
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
」
形
式

で
昭
和
45
年
に
予
備
調
査
に
着

手
、
平
成
26
年
２
月
本
体
工
事

起
工
、
平
成
29
年
度
完
成
を
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
埼
市
と

し
て
も
今
後
他
事
例
を
調
査
し

な
が
ら
、
一
層
の
研
究
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

の
市
民
の
抵
抗
を
危
惧
さ
れ
な

が
ら
も
、
平
成
25
年
条
例
が
施

行
さ
れ
て
お
り
、
本
条
例
の
特

徴
と
し
て
、「
空
き
家
」
の
定

義
に
敷
地
も
含
め
て
あ
り
ま
し

た
。

　

条
例
施
行
後
の
取
組
み
と
し

て
、「
空
き
家
対
策
推
進
体
制

の
整
備
」「
行
政
指
導
等
の
強

化
徹
底
」「
管
理
不
全
空
き
家

台
帳
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が
掲

げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

神
埼
市
に
お
い
て
も
、
国
の

動
向
に
留
意
し
、
空
き
家
対
策

の
推
進
が
必
要
と
認
識
致
し
ま

し
た
。

総務常任委員会活動報告

西原　正剛委員長

松本　軍二委員長
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１．ＴＰＰ交渉

　　ＴＰＰ交渉分野は、農業生産はもとより、参加国の国民生活を一変させる危険がある。将

来に禍根を残さないために政府は、米国の圧力に屈することなく国会決議の実現に向け不退

転の決意で交渉すること。

２．水田農業政策

　（１）26 年度産米価格下落に伴う稲作経営に係る影響を十分精査のうえ、実効性のある資金

繰り対策を講じること。

　（２）米は国民の主食であり、食糧法の趣旨に沿って、主要食料の需給と価格の安定を図り、

担い手が経営展望を描けるよう、再生産が可能な所得を確保しうる中長期的な施策を講じ

ること。

３． 農協改革

（１） 総合事業によるＪＡ事業の展開について

　　　ＪＡ組織において総合事業によるサービスが有効不可欠であり、一般的な事業方式・法

人形態の転換等を強制しないこと。

（２） ＪＡの準組合員の事業利用制限について

　　　ＪＡ準組合員は、農家組合員のパートナーであり、ＪＡの地域インフラ機能を維持する

ため、ＪＡの準組合員に対する事業利用制限を行わないこと。

（３）「新たな中央会制度」の農協法上の位置づけの明確化について

　　　ＪＡ中央会組織は、代表機能、総合調整機能・監査機能などに事業絞込みを図った「新

たな中央会制度」も農協法上の位置づけをおこなうこと。

提出先

　　内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、総務大臣、外務大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、

内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（規制改革）、内閣府特命担当大臣（経済財政政策）

神埼市民の願いを意見書にして国に届ける
意見書第10号　農業の持続的発展等に向けた農政重要課題に関する意見書
 （全員賛成）
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市政を問う！《市民の声を》

一般質問

一般質問

宮地　　明

片江　　護

人
の
行
為
が
素
質
と
環
境
で
決

定
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
御
質

問
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
全

て
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
な

か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

子
供
が
約
束
や
決
ま
り
を
守
ら

な
か
っ
た
と
き
、
そ
れ
が
違
法

な
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
罰

が
科
せ
ら
れ
ま
す
し
、
指
導
が

必
要
で
す
。
そ
の
際
、
子
供
自
身
に
み
ず

か
ら
の
行
い
に
つ
い
て
深
く
反
省
さ
せ
、

被
害
や
迷
惑
を
か
け
た
人
に
は
、
誠
意
あ

る
謝
罪
を
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は
社
会
の

一
員
と
し
て
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
し
っ

か
り
自
覚
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

決
ま
り
や
約
束
を
守
ろ
う
と
し
な
い
子

供
に
は
、
家
庭
環
境
を
初
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
背
景
が
ご
ざ
い
ま
す
。
安
易
に
切

り
捨
て
る
の
で
は
な
く
。
学
校
が
関
連
機

関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
粘
り
強
く
指
導
を
続
け
て
い
く
こ

と
、こ
れ
が
重
要
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

説
明
会
は
、
集
落
営
農
組
合
単

位
で
し
て
お
り
ま
す
が
、
法
人

化
組
合
を
大
き
く
し
、
カ
ン
ト

リ
ー
、
支
所
単
位
で
も
い
い
と

思
い
ま
す
。

施
設
の
数か
ず

は
充
分
で
あ
り
、
ま

に
あ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

後
は
整
備
し
、
土
地
が
あ
れ
ば

拡
張
す
れ
ば
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
健

康
増
進
に
は
充
分
今
の
施
設
で
役
に
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

県
か
ら
大
会
の
要
請
が
あ
れ
ば

市
と
し
て
、
神
埼
市
で
大
会
を

開
き
た
い
。
財
政
力
が
伴
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
私
も
何

ら
か
の
形
で
、
野
球
場
を
何
と
か
し
て
、

吉
野
ヶ
里
の
球
場
と
二
つ
あ
れ
ば
、
い
ろ

い
ろ
な
大
会
も
出
来
る
し
、
と
考
え
て
い

ま
す
。

A

教育部長

A
平方教育

部長

A
宇曽谷産業
建設部長

A

教育長

A

市長

約
束
、
決
ま
り
を
守
ら
な
か
っ

た
、
守
れ
な
か
っ
た
者
に
ど
う

対
応
す
る
の
で
す
か
。

戦
後
農
政
は
、
猫
の
目
農
政
と

言
わ
れ
、
今
日
で
組
織
の
法
人

化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

今
日
集
落
営
農
組
合
で
説
明
が

さ
れ
て
い
ま
す
が
、法
人
化
を
大
き
く
し
、

カ
ン
ト
リ
ー
組
合
か
、
農
協
の
支
所
別
に

出
来
な
い
か
。

　

数
の
問
題
で
は
な
い
。
教
育

長
は
、
現
場
の
認
識
が
な
い
、

県
の
大
会
が
出
来
な
い
球
場
で

は
充
実
で
は
な
い
。

　

市
長
の
選
挙
公
約
の
中
で
、
球
場
建
設

を
約
束
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
長
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
は
、
そ
ん
な
に
軽
い
も
の
で
は

な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
六
月
の
議
会
で
も
質
問

し
、
そ
の
後
、
同
僚
議
員
か
ら

も
、
同
じ
質
問
が
出
て
い
ま
す
。

議
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
に
つ
い

て
は
、
流
れ
は
出
来
て
い
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
が
。

子
供
た
ち
の
行
為
に
対
し
ま
し

て
は
、
望
ま
し
い
こ
と
と
望
ま

し
く
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

望
ま
し
い
行
為
に
は
当
然
ほ
め
る
、
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
行
為
に
出
な
け
れ
ば

社
会
は
干
渉
、
口
は
出
し
ま
せ
ん
。
憲
法

の
19
条
に
良
心
の
自
由
と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
内

心
の
自
由
と
い
う
こ
と
で
、
悪
い
気
持
ち

に
な
っ
て
も
別
に
干
渉
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
と
私
は
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
心
の
中
に
じ
っ
と
見
つ
め
る

自
分
自
身
が
あ
り
ま
す
。
私
自
身
に
と
っ

て
考
え
て
み
れ
ば
、
あ
る
時
期
の
私
の
菩

薩
様
が
お
ら
れ
ま
す
。
教
育
部
長
は
、
人

の
行
為
は
素
質
と
環
境
で
決
定
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

神埼市四か条の
誓いについて

営農組合の法人

化について

そ
の
他
の
質
問

・
自
殺
予
防
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
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一般質問

一般質問

福田　淸道

野口　英樹

アベノミクスは
神埼市民の生活
を豊かにしたの
か

市民サービス
（総合窓口業務
の対応につい
て）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
（
大
企
業
が
ま

ず
儲
か
り
、
富
裕
層
が
ま
す
ま

す
富
め
ば
そ
の
後
、
下
々
も
豊
か

に
な
る
と
い
う
経
済
政
策
）
で
本
当
に
神
埼

市
民
の
暮
ら
し
は
豊
か
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
か
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

合
併
10
年
後
（
平
成
28
年
度
）

よ
り
地
方
交
付
税
が
、
５
年
間

に
わ
た
っ
て
、
毎
年
２
億
円
ず

つ
減
額
さ
れ
、
計
10
億
円
減
る

こ
と
に
な
る
が
、
市
民
の
生
活
、
教
育
、

福
祉
を
守
る
こ
と
は
市
政
の
最
重
要
な
役

目
で
あ
る
。
市
長
の
考
え
は
。

鰐
神
社
周
辺
整
備
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
市
民
の
王
仁

博
士
に
対
す
る
認
知
度
は
低
い
。

当
事
業
の
位
置
づ
け
と
、
市
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
努
力
が
必
要
で

あ
る
。

平
成
20
年
11
月
よ
り
開
始
さ
れ

た
総
合
窓
口
業
務
は
、
特
に
集

中
す
る
時
間
帯
や
集
中
す
る
時

期
に
対
し
て
の
職
員
対
応
は
、
人
員
的
・

知
識
的
・
マ
ナ
ー
な
ど
、
利
用
者
に
対
し

て
満
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
て
い
る
か
。

本
議
会
で
市
道
整
備
不
備
に
よ
る

事
故
報
告
が
あ
っ
た
が
、
市
内
道

路
で
は
白
線
等
の
消
え
・
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
等
の
破
損
・
路
肩
の
崩
れ
や
陥
没
な

ど
が
多
数
見
ら
れ
る
の
で
、
早
期
対
応
を
お

願
い
し
た
い
が
、
市
の
対
応
は
。

本
人
通
知
制
度
に
つ
い
て
、
既
に

佐
賀
市
や
唐
津
市
は
施
行
さ
れ
て

い
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

市
民
税
、
生
活
保
護
受
給
世
帯

の
動
向
、
小
中
学
校
児
童
生
徒

の
要
保
護
・
準
要
保
護
等
の

デ
ー
タ
か
ら
見
て
、
市
内
に
お

い
て
は
ま
だ
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
は「
浸

透
し
て
い
な
い
状
況
」と
思
わ
れ
る
。
７
、

８
、
９
月
の
四
半
期
ご
と
の
経
済
動
向
を

見
た
場
合
、落
ち
込
み
を
確
認
し
て
い
る
。

史
実
的
か
ど
う
か
を
突
き
詰
め
る

と
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
地
域
の

活
性
化
、
ま
た
は
地
域
の
創
生
を

図
り
、
そ
こ
に
ま
た
歴
史
的
な
も

の
を
求
め
、
整
備
し
、
日
本
へ
の
漢
字
渡

来
最
初
の
地
と
し
て
、
全
国
各
地
か
ら
多

く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、
整
備
し

て
ま
い
り
た
い
。

与
え
ら
れ
た
制
度
の
中
で
、
目

い
っ
ぱ
い
、
市
民
の
生
活
、
暮

ら
し
を
守
る
立
場
で
市
政
運
営

総
合
窓
口
業
務
は
、
住
基
・
戸

籍
・
国
保
・
年
金
・
税
・
福
祉
・

高
齢
障
害
・
環
境
・
学
校
関
係

な
ど
の
各
種
証
明
・
届
出
・
申

請
事
務
な
ど
１
９
１
の
業
務
を
本
庁
６

名
、
千
代
田
支
所
４
名
、
脊
振
支
所
２
名

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
職
員
は
、
各
課
よ

り
提
出
さ
れ
た
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

て
事
務
を
行
い
、
法
務
局
・
県
・
戸
籍
協

議
会
な
ど
の
研
修
会
に
も
参
加
し
、
知
識

向
上
や
マ
ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
４
月
か
ら
10
月
末
ま

で
の
７
カ
月
間
に
お
い
て
、
舗

装
路
面
の
応
急
補
修
を
２
９
０

件
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
区

か
ら
の
要
望
、
担
当
職
員
や
年
間
業
者
の

巡
視
等
で
簡
易
補
修
手
当
が
難
し
い
不
良

箇
所
は
、
白
線
等
の
消
え
55
ヶ
所
・
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
破
損
３
ヶ
所
・
路
肩
等
の
崩

れ
43
ヶ
所
・
陥
没
等
に
よ
り
舗
装
補
修
が

必
要
な
も
の
25
ヶ
所
・
排
水
施
設
の
破
損
・

の
り
面
崩
壊
等
の
維
持
工
事
が
必
要
な
も

の
43
ヶ
所
な
ど
、
１
６
９
ヶ
所
把
握
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
応
は
、
危
険
性
や

規
模
、
是
正
時
期
等
を
判
断
し
て
対
応
し

ま
す
。

本
人
通
知
制
度
は
、
住
民
票
な

ど
の
不
正
請
求
及
び
不
正
取
得

に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
の
抑

制
及
び
防
止
を
図
る
こ
と
を
目

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
松永総務
企画部長

A

市長

A

市長

A
高平市民福

祉部長

A
宇曽谷産業
建設部長

A
市民福祉部

長

道
路
管
理
に
つ
い
て

を
や
っ
て
い
き
た
い
。

的
と
し
て
、
住
民
票
の
写
し
等
を
第
三
者

に
交
付
し
た
場
合
に
お
い
て
、
事
前
に
登

録
し
て
い
る
方
に
対
し
、
交
付
の
事
実
を

通
知
す
る
制
度
で
、
本
人
通
知
制
度
の
要

綱
を
制
定
し
、
平
成
27
年
３
月
１
日
か
ら

施
行
し
ま
す
。

 鰐（わに）神社全景［神埼町竹原集落］
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健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
つ
い
て

農
政
に
つ
い
て

一般質問

一般質問

原口ひさよ

山田　一明

以
前
か
ら
、
市
民
の
間
で
不
安

が
ら
れ
て
い
る
不
審
者
の
出

没
。
こ
こ
数
年
に
お
い
て
も
、

露
出
魔
、
痴
漢
、
声
掛
け
な
ど
、

い
ず
れ
も
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
生
の

女
子
が
被
害
を
受
け
て
い
る
。

　

子
ど
も
達
の
登
下
校
時
間
に
は
、
通
学

路
の
交
差
点
や
、
危
険
箇
所
で
見
守
り
隊

の
方
々
が
安
心
、
安
全
の
見
守
り
活
動
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
時
間
的
に
限

り
が
あ
り
、
冬
場
に
な
る
と
中
学
生
や
高

校
生
が
部
活
を
終
え
下
校
す
る
時
間
帯

は
、
日
没
後
で
あ
る
。
市
民
の
安
心
、
安

全
の
一
翼
を
担
う
防
犯
灯
に
つ
い
て
、
通

学
路
や
幹
線
道
路
、
集
落
間
を
つ
な
ぐ
道

路
な
ど
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
か

れ
る
の
か
。

高
齢
化
で
医
療
費
が
増
え
続
け

る
中
、
運
動
や
健
康
教
育
へ
の

参
加
、
検
診
な
ど
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
ん
だ
人
が
、
ポ
イ
ン

ト
を
受
け
取
っ
て
、
商
品
券
や
地
域
の
名

産
品
な
ど
に
交
換
で
き
る
制
度
を
導
入
し

て
、
医
療
費
の
抑
制
を
目
指
す
自
治
体
が

増
え
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
市
民
の
健
康
促
進
を

支
援
す
る
た
め
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
機
に
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
は
。

合
併
特
例
債
の
現
在
ま
で
の
活

用
状
況
と
特
例
債
発
行
進
捗
状

況
は
。

合
併
優
遇
措
置
と
し
て
普
通
交
付

税
の
上
に
合
併
算
定
が
え
が
10
年

間
と
さ
れ
平
成
27
年
に
て
終
了
、

そ
の
後
５
年
間
で
段
階
的
に
減
額
さ
れ
最

終
的
に
は
一
本
算
定
額
と
な
る
が
普
通
交

付
税
減
額
で
市
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
低

下
、ま
た
市
財
政
の
硬
直
化
が
生
じ
な
い
か
。

米
価
下
落
、
品
質
低
下
、
減
収

に
対
す
る
生
産
者
へ
の
救
済
対

策
は
。

特
例
債
発
行
10
年
間
か
ら
さ
ら

に
５
年
間
延
長
と
な
っ
た
事
で

の
特
例
債
活
用
計
画
の
考
え
方

と
特
例
債
の
法
定
限
度
額
の
枠
拡
大
の
考

え
は
あ
る
の
か
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
活
動
促
進

の
動
機
づ
け
と
し
て
、
健
康
ポ

イ
ン
ト
制
度
、
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
制
度
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
り
、
県
内
で
は
鳥
栖
市
と
小
城
市

が
取
り
組
ん
で
い
る
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
は
市
民
、
企
業
、
各

種
団
体
を
巻
き
込
ん
で
の
取
り
組
み
が
大

切
で
あ
る
た
め
、
今
後
全
国
の
導
入
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

夜
間
に
お
け
る
犯
罪
の
防
止
と

市
民
の
通
行
の
安
全
を
図
り
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
目
的
で

設
置
し
て
い
る
。
特
に
通
行
量
が
多
い
中

学
生
の
主
要
通
学
路
、
主
要
幹
線
道
路
に

設
置
し
て
い
る
。
今
後
も
、
安
心
安
全
の

平
成
26
年
度
９
月
補
正
後
の
現

在
で
市
債
額
で
ま
ち
づ
く
り
建

設
事
業
（
ハ
ー
ド
事
業
）
で
49

億
４
千
５
百
万
円
で
進
捗
率

77
・
３
％
ま
ち
づ
く
り
基
金
造
成
（
ソ
フ

ト
事
業
）
８
億
６
千
４
百
万
円
を
充
当
す

る
見
込
み
。
進
捗
率
１
０
０
％
ハ
ー
ド
事

業
ソ
フ
ト
事
業
と
と
も
に
発
行
限
度
額
は

法
定
の
50
％
に
対
す
る
進
捗
状
況
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
お
け
る

財
政
計
画
を
市
と
し
て
５
年
間
延

長
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
在
こ
の

見
直
し
作
業
を
進
め
て
い
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
議
会
や
地
域
審
議
で
の
議

論
を
踏
ま
え
、
来
年
９
月
定
例
議
会
へ
の
提

出
を
目
指
す
。
な
お
主
な
事
業
と
し
て
は

平
成
26
年
度
の
交
付
額
は
合
併

算
定
が
え
交
付
に
よ
り
９
億
２

千
万
円
の
優
遇
措
置
を
受
け

た
。
平
成
28
年
度
か
ら
５
年
間

で
段
階
的
に
減
額
さ
れ
平
成
33
年
度
か
ら

一
本
算
定
と
な
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の
有

効
で
効
果
的
活
用
、
事
業
の
優
先
度
や
必

要
性
、
収
入
に
見
合
っ
た
歳
出
規
模
、
行

財
政
改
革
ま
た
効
率
性
、
経
済
性
の
向
上

そ
し
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
維
持
向
上
に
配
慮

し
財
政
運
営
に
つ
と
め
る
。

農
林
水
産
省
は
平
成
26
年
度
産

米
対
応
と
し
て
緊
急
対
策
が
な

さ
れ
る
。
資
金
繰
対
策
と
し
て

農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
資
金
融
資
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の

早
期
支
払
。
仮
渡
し
金
の
追
加
払
い
可
能

な
限
り
早
期
に
行
う
よ
う
全
国
生
産
、
出

荷
団
体
へ
の
要
請
、
売
り
急
ぎ
防
止
対
策

と
し
て
米
保
管
料
等
の
支
援
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
高平市民
福祉部長

A
松永総務
企画部長

A
松永総務
企画部長

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A
田中農林
水産課長

市民の安心安全
の一翼を担う防
犯灯について

合併特例債、法
定限度額までの
枠拡大の考えは
あるのか

確
保
の
た
め
、
地
元
の
方
の
協
力
も
得
な

が
ら
設
置
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

葬
祭
公
園
整
備
事
業
、防
災
拠
点
整
備
事
業
、

本
庁
舎
整
備
事
業
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
。
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一般質問

一般質問

田原　和幸

原　　信義夏
の
長
雨
で
米
は
不
作
の
う

え
、
米
価
は
低
迷
。
稲
作
農
家

は
再
生
産
可
能
な
所
得
の
確
保

す
ら
厳
し
い
状
況
と
聞
く
。
実

情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

今
、
農
家
が
市
政
に
求
め
て
い

る
も
の
は
何
か
。
市
の
主
要
産

業
と
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
、
何

ら
か
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

平
成
25
年
分
の
農
家
一
戸
当
り

の
平
均
所
得
は
、
45
万
７
千
円
。

こ
れ
で
は
日
本
の
農
業
の
未
来

は
な
い
。
本
市
の
農
政
は
こ
れ
か
ら
、
整

備
さ
れ
た
農
地
か
ら
所
得
を
上
げ
る
た
め

の
ソ
フ
ト
事
業
に
力
点
を
移
す
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金
は
半
減

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

が
、
農
家
は
年
越
し
で
き
る
の

か
。

政
府
が
発
表
し
た
米
価
暴
落
へ

の
緊
急
対
策
の
中
身
は
ど
ん
な

も
の
か
。

国
際
交
流
は
言
葉
の
壁
が
あ
る

わ
け
だ
が
市
長
一
行
ジ
ャ
ピ
ー

家
に
は
笹
川
財
団
か
ら
２
人
の

通
訳
が
帯
同
さ
れ
た
が
、
神
埼

市
か
ら
の
準
備
は
。

読
み
書
き
話
せ
る
嘱
託
の
宮
﨑

さ
ん
達
を
、
人
的
資
源
と
し
て

活
用
し
た
り
、
国
際
交
流
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
結
成
す

る
様
提
案
し
ま
す
。

　

レ
イ
ガ
ン
郡
議
員
訪
日
団
の
発
表
が
本

日
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
程
度
突
っ
込
ん

だ
協
議
提
案
を
考
え
て
い
る
の
か
。

国
際
人
に
な
る
入
口
は
、
郷
土

の
こ
と
を
話
せ
る
人
間
。
学
生

時
代
三
ヶ
月
欧
州
モ
ロ
ッ
コ
を

一
人
旅
し
て
外
国
人
と
の
話
の

き
っ
か
け
は
育
っ
た
所
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
で
し
た
。
教
育
長
、
神
埼
の
子
は

神
埼
を
好
き
に
し
て
欲
し
い
。

26
年
度
産
米
の
仮
渡
金
は
60
㎏

当
り
８
千
円
。
昨
年
比
で
２
千

円
ほ
ど
減
額
。
神
埼
市
の
ウ
ル

チ
米
（
飯
米
）
は
全
体
で
約
１

億
円
の
減
収
を
見
込
ん
で
い
る
。

多
様
な
異
文
化
交
流
を
促
進

し
、
国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
人
づ

く
り
や
国
際
社
会
に
対
応
で
き

る
人
材
育
成
を
進
め
る
が
、
施

策
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は

市
の
地
域
活
性
化
の
原
動
力
に
な
る
。

昨
年
か
ら
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ャ

ピ
ー
氏
の
救
出
劇
を
題
材
と
し

た
「
飛
べ
赤
い
翼
」
の
日
仏
朗

読
会
が
フ
ラ
ン
ス
と
佐
賀
市
で

開
催
さ
れ
、
本
市
の
現
状
を
ボ
ー
ク
ー
ル

市
側
に
お
伝
え
し
た
。
本
年
10
月
に
高
松

市
で
開
催
さ
れ
た
日
仏
自
治
体
交
流
会
議

に
市
長
を
始
め
４
名
の
訪
日
団
が
参
加
さ

れ
市
長
同
士
が
面
談
し
、
神
埼
市
内
で

ジ
ャ
ピ
ー
機
遭
難
地
訪
問
、
脊
振
小
授
業

見
学
等
、
６
日
間
に
わ
た
り
市
民
と
交
流

し
友
好
を
深
め
ら
れ
た
。

職
員
で
英
語
通
訳
可
能
な
数
名

を
同
行
さ
せ
た
が
疎
通
が
と
れ

な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
に
つ

い
て
は
準
備
で
き
て
な
か
っ

た
。

先
日
来
訪
さ
れ
た
郡
長
と
話
し

た
百
済
門
の
事
に
つ
い
て
、
先

方
の
議
員
団
に
も
本
物
を
作
り

た
い
意
向
を
、
正
式
に
申
し
入

れ
た
い
。脊

振
、
神
埼
、
千
代
田
も
公
平

に
、
一
生
懸
命
前
向
き
に
考
え

た
い
。

米
価
が
低
迷
し
て
い
る
今
、
稲

作
農
家
に
と
っ
て
厳
し
い
状

況
。
政
府
の
対
策
と
し
て
は
例

年
よ
り
早
い
段
階
で
米
の
直
接

支
払
交
付
金
や
大
豆
、
麦
等
の
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
の
支
払
い
が
な
さ
れ

る
予
定
。

第
一
は
、
資
金
融
資
の
円
滑
化

や
貸
付
け
当
初
の
１
年
間
実
質

無
利
子
化
を
行
う
こ
と
。
第
二

は
、
保
険
制
度
の
運
用
を
改
善

し
、
収
穫
品
質
の
実
態
を
踏
ま
え
た
反
収

の
調
整
を
行
う
こ
と
。
第
三
は
、
仮
渡
金

の
追
加
払
い
を
で
き
る
限
り
早
期
に
行
う

よ
う
要
請
。
第
四
は
、
民
間
団
体
の
売
り

急
ぎ
防
止
対
策
と
し
て
、
米
の
保
管
料
等

の
支
援
を
検
討
な
ど
。

本
市
と
し
て
は
、
米
・
麦
・
大

豆
等
の
畑
作
物
や
付
加
価
値
作

物
等
の
生
産
量
の
増
と
品
質
の

向
上
を
図
る
た
め
、
暗
渠
排
水

の
改
善
や
土
壌
改
良
材
散
布
に
よ
る
良
質

な
土
づ
く
り
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
大
型
機
械
や
農
業
施

設
整
備
等
の
導
入
支
援
も
引
き
続
き
拡
充

し
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
、
県
、
本
市
の
三
者
が
一

体
と
な
っ
て
協
議
し
、
農
政
を

充
実
し
て
い
く
た
め
に
、
職
員

体
制
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
く
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
宇曽谷産業
建設部長

A
松永総務
企画部長

A
総務企画

部長

A
総務企画

部長

A

市長

A

市長

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A
産業建設

部長

A

市長

ボ
ー
ク
ー
ル
市
と
は
平
成
８
年

に
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て
、
13

年
の
仏
国
訪
問
予
定
が
直
前
の

９
・
11
テ
ロ
で
見
送
ら
れ
、
そ

の
後
は
双
方
音
信
不
通
。
音
信
を
確
認
し

た
の
は
。

Q

質 問

市の国際交流事
業が地域活性化
に対する貢献策
は

米価暴落への緊

急対策について
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神
埼
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
指

定
管
理
者
と
し
て
、
運
営
委
託

を
し
て
い
る
が
、
過
疎
化
、
少

子
化
等
の
影
響
で
定
員
45
名
に

対
し
、入
所
児
童
は
29
名
と
な
っ
て
い
る
。

ゼ
ロ
歳
児
７
名
、
１
歳
児
９
名
、
２
歳
児

７
名
、
３
歳
児
６
名
、
４
歳
児
11
名
、
５

歳
児
10
名
と
な
っ
て
る
。
園
児
数
の
減
少

は
今
後
の
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

と
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
運
営
方
法
の

検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

中
体
連
の
剣
道
は
男
女
と
も
団

体
戦
は
出
場
し
て
い
る
が
、
男

子
は
新
人
戦
で
は
部
員
が
い
な

く
て
、
棄
権
を
し
て
い
る
。
小

A
園田福祉
事務所長

A
平方教育

部長
一般質問

一般質問

簑原　　忍

中野　　均

園
児
数
が
減
少
し
て
い
る
。
脊

振
保
育
園
の
今
後
の
運
営
は
市

と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

生
徒
数
が
減
少
の
た
め
、
脊
振

小
学
校
、
中
学
校
の
部
活
、
社

会
体
育
が
休
部
に
な
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

ち
よ
だ
保
育
園
で
は
、「
運
動

会
」、「
夏
祭
り
」
な
ど
の
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
の
際
は
、
保
護
者
さ

ん
等
の
駐
車
場
の
確
保
で
困
っ
て
い
る
と

聞
く
が
、
現
状
と
今
後
の
対
策
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
が
策
定
さ
れ
た

が
、姉
団
地
、本
堀
団
地
住
宅
は
、
老
朽
化

に
よ
る
家
屋
の
傷
み
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化

の
遅
れ
、団
地
内
道
路
が
狭
く
、し
か
も
駐

車
場
の
確
保
な
ど
不
便
を
来
た
し
て
い
る
。

　

特
に
姉
団
地
は
３
、
４
年
前
か
ら
３
戸

か
ら
４
戸
位
の
空
き
部
屋
等
が
目
立
つ
の

で
、
ち
よ
だ
保
育
園
の
駐
車
場
対
策
と
老

朽
化
の
進
ん
だ
市
営
住
宅
の
整
備
を
含
め

た
一
体
的
な
整
備
を
行
う
考
え
が
な
い
の

か
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
28
年

度
を
め
ど
に
市
内
学
校
給
食
の

統
一
化
に
向
け
て
検
討
す
る
と

提
言
さ
れ
て
い
る
が
現
在
の
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
の
「
住
生
活
基
本
計
画
」
を

策
定
す
る
際
に
、
様
々
な
ご
意

見
等
を
集
約
し
て
、
審
議
、
策

定
作
業
の
過
程
で
市
内
の
住
宅

学
校
給
食
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
３
回
ほ
ど
脊
振
の
育
友
会

の
方
と
25
年
11
月
、
26
年
７
月
、

26
年
9
月
に
給
食
の
試
食
会
、

意
見
交
換
会
等
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
答

申
内
容
で
あ
る
平
成
28
年
度
を
め
ど
に
統

一
し
ま
す
と
の
説
明
を
行
い
、
統
一
へ
の

理
解
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

築
後
35
年
が
経
過
し
て
、
議
員

指
摘
の
と
お
り
、
地
盤
沈
下
に

よ
る
亀
裂
や
屋
根
仕
上
げ
材
の

剥は
く

離り

、
外
壁
の
腐
食
等
が
認
め

ら
れ
る
。
本
年
７
月
診
療
所
改
築
に
伴
う

検
討
会
を
設
置
し
、
施
設
の
必
要
性
、
地

域
の
事
情
等
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
、
検

討
委
員
会
に
具
申
す
る
。
脊
振
支
所
に
つ

い
て
は
、
公
民
館
と
の
複
合
化
、
多
機
能

化
も
含
め
、
見
直
し
の
方
向
で
今
後
検
討

し
て
い
く
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
宇曽谷産業
建設部長

A

教育部長

A
高平福祉

部長

脊振保育園、小
中学校の現状並
に、人口減少対
策について

まち・ひと・し
ごと創生法に伴
う神埼市戦略に
ついて

老
朽
化
が
進
む
脊
振
診
療
所
、
並
び
に
公

共
施
設
の
今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

保
育
園
の
駐
車
場
対
策
と
市
営
住
宅
整

備
を
含
め
た
一
体
的
な
整
備
計
画
を

市営住宅（姉団地）の全景

学
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
に
つ
い
て
は
24

年
ま
で
は
活
動
し
て
い
た
が
、
平
成
25
年

度
か
ら
は
休
部
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

事
情
や
住
生
活
関
連
法
の
見
直
し
が
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
、
高
度
化
、
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
等
の
社
会
的
要
因
等
を
含
め
、
現

状
の
課
題
分
析
、
地
域
の
立
地
条
件
等
加

味
し
、
総
合
的
な
判
断
の
も
と
将
来
を
見

据
え
た
計
画
を
策
定
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
魅
力
あ
る
就
業
機
会
の
創
出
に
つ
い
て

・
国
際
交
流
事
業
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
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一般質問

一般質問

野副　 昭

白石　昌利

地
元
神
埼
市
内
を
は
じ
め
、
他

市
町
で
も
大
変
評
判
が
良
い
と

聞
く
、『
神
埼
菱
焼
酎
』
と
『
菱

ぼ
う
ろ
』
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
推
進

戦
略
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

若
者
が
将
来
に
夢
や
希
望
を
持

て
る
市
の
創
生
に
向
け
て
、
力

強
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

必
要
と
の
考
え
か
ら
、
神
埼
（
市
）
へ

の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
り
、
神

埼
（
市
）
で
の
仕
事
創
出
や
若
い
世
代
の

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
実
現
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
に
関
わ

る
課
題
な
ど
を
長
期
的
な
視
点
か
ら
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
社
会
経
済
全
般

に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
支
援
だ
け

で
な
く
、
産
業
・
雇
用
、
地
域
形
成
、
住

宅
制
度
な
ど
総
合
的
取
り
組
み
が
不
可
欠

で
あ
る
。
そ
こ
で
市
に
専
門
の
セ
ク
シ
ョ

ン
を
設
け
、
将
来
の
人
口
減
少
を
踏
ま
え

た
神
埼
市
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
と
と

も
に
、
将
来
の
発
想
を
大
胆
に
改
め
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
市
の
危
機
感
を
強
め
た

取
り
組
み
の
考
え
を
伺
う
。

神
埼
市
の
不
登
校
の
状
況
は
、

平
成
24
年
度
が
小
学
校
４
名
、

中
学
校
10
名
、
平
成
25
年
度
は
、

小
学
校
２
名
、
中
学
校
７
名
、

平
成
26
年
度
は
小
学
校
1
名
、
中
学
校
７

名
で
あ
る
。
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
い
じ

め
や
先
生
と
の
相
性
で
あ
る「
学
校
生
活
」

が
あ
る
。二
つ
目
は
、家
庭
の
不
和
や
引
っ

越
し
等
に
よ
る
「
家
庭
生
活
」
で
、
三
つ

平
成
24
年
度
に
市
内
全
域
の
空

き
家
調
査
を
行
い
、
５
２
２
件

で
、
世
帯
数
に
対
し
空
き
家
率

は
4
・
6
％
で
あ
っ
た
。
対
策

と
し
て
、
ま
ず
所
有
者
に
適
切
に
管
理
し

て
い
た
だ
く
こ
と
、
十
分
な
管
理
が
さ
れ

て
い
な
い
と
き
は
文
書
で
お
願
い
す
る
。

議
員
立
法
の
空
き
家
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
が
成
立
し
た
の
で
詳
細
を

見
な
が
ら
対
処
し
て
い
く
。

の
見
直
し
や
拡
充
、
ま
た
新
規
事
業
の
検

討
な
ど
を
全
庁
横
断
的
に
進
め
国
や
県
の

総
合
戦
略
を
勘
案
し
て
、
神
埼
市
の
実
情

に
応
じ
た
地
方
創
生
へ
の
対
策
を
講
じ
て

い
く
。

庁
内
に
置
い
て
創
生
本
部
を
設

置
し
、
課
ご
と
に
実
施
し
て
い

る
施
策
の
中
か
ら
、
国
の
地
方

創
生
の
理
念
に
合
致
し
た
施
策

重
要
な
課
題
と
し
て
、『
神
埼

菱
焼
酎
』
と
『
菱
ぼ
う
ろ
』
を

市
内
及
び
市
外
、
県
外
で
販
売

を
拡
大
し
、
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を

図
っ
て
い
く
。

Q

質 問

Q

質 問

A

教育長

A
松永総務
企画部長

A
松永総務
企画部長

A
総務企画

部長

日
本
全
国
の
不
登
校
の
数
は
、

文
部
科
学
省
の
学
校
基
本
調
査

で
約
11
万
９
千
人
で
あ
り
、
平

成
24
年
度
よ
り
平
成
25
年
度
が

約
７
千
万
人
増
加
し
て
い
る
。
中
学
校
で

は
37
人
に
１
人
が
不
登
校
の
状
態
で
あ

る
。
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
や
人
と
の
協
調
性
が

う
ま
く
い
か
な
い
「
人
間
性
の
構
築
が
苦

手
」
で
あ
り
、
２
番
目
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
メ
ー
ル
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
影
響
に
よ

り
「
生
活
の
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
」
等
が
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
神
埼
市
内
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る

原
因
と
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

全
国
は
も
と
よ
り
、
佐
賀
県
内

で
も
老
朽
化
し
た
空
き
家
や
倒

壊
の
危
険
や
治
安
の
面
か
ら
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
神
埼
市
内

の
空
き
家
に
対
す
る
考
え
方
と
対
応
に
つ

い
て
問
う
。

Q

質 問

Q

質 問

神埼市立小・中
学校の不登校生
徒の状況と対策

熱意と創意工夫
のある自治体を
めざせ

神
埼
市
の
空
き
家
の
状
況
と
対
策

６
次
産
業
化
の
向
上

そ
の
他
の
質
問

・
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
実
施
状

況
目
が
性
格
が
弱
い
、
発
達
障
害
、
な
ま
け

癖
等
の
「
子
ど
も
本
人
」
の
問
題
が
あ
り
、

一
つ
の
要
因
で
は
な
く
特
に
中
学
生
は
発

達
途
上
に
あ
り
、
多
く
の
要
因
が
含
ま
れ

る
。
対
策
と
し
て
、
精
神
科
の
医
者
な
ど

専
門
的
な
方
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
等
に
よ
る
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
学

級
担
任
が
中
心
と
な
り
本
人
と
親
を
励
ま

し
、
学
校
に
戻
っ
て
く
る
よ
う
指
導
し
て

い
き
た
い
。
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市政を問う！《市民の声を》

一般質問

一般質問

佐藤　知美

広瀧　恒明

来
年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
介

護
保
険
で
、
現
在
の
要
支
援
１
、

２
の
方
は
介
護
保
険
の
適
用
か

ら
除
外
さ
れ
、
市
町
村
の
事
業

に
置
き
換
え
ら
れ
る
が
そ
の
影
響
は
。

次
に
、
施
設
を
重
点
化
す
る
こ

と
で
要
介
護
１
、
２
の
方
は
今

後
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

入
所
が
原
則
で
き
な
く
な
る
が
。

神
埼
市
の
特
老
３
施
設
、
定
員

は
１
５
０
名
で
す
が
、
現
在
の

施
設
待
機
者
数
は
。

待
機
さ
れ
て
い
る
方
の
介
護
度

の
状
況
は
。

こ
の
20
名
の
方
は
入
所
の
特
例

事
項
に
な
ら
な
い
限
り
特
老
へ

の
入
所
は
出
来
な
い
事
に
な
る

が
、
そ
れ
で
も
影
響
は
出
な
い

と
言
え
る
の
か
。

　

今
で
も
介
護
を
理
由
に
離
職
し
て
い
る

方
が
全
国
で
10
万
人
近
く
お
ら
れ
る
。
仕

事
を
辞
め
な
い
と
介
護
が
で
き
な
い
、
仕

事
を
辞
め
れ
ば
生
活
苦
に
陥
っ
て
い
く
と

い
う
悪
循
環
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
低
所
得
者
へ
の
補
足
給
付
に

つ
い
て
も
所
得
１
６
０
万
円
以
上
は
２
割

負
担
に
と
予
定
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
佐

賀
中
部
広
域
連
合
の
副
連
合
長
で
も
あ
る

が
、
今
回
の
改
悪
が
市
民
生
活
へ
影
響
が

な
い
と
言
え
る
か
。

脊
振
診
療
所
・
脊
振
公
民
館
・
脊

振
支
所
、
こ
の
３
ヶ
所
と
も
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
多
く
の
利

用
者
に
不
便
を
か
け
て
い
る
。
行
政
機
関
、

診
療
所
、
教
育
施
設
、
高
齢
者
施
設
等
々

生
活
に
必
要
な
機
能
を
一
定
の
地
域
内
に

集
約
す
る
こ
と
で
、
生
活
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
事
が
で
き
る
と
思
う
が
、
今
後

の
方
向
性
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

合
併
10
年
を
見
す
え
て
の
基
本

的
事
項
が
合
併
協
議
の
中
で
、

本
庁
、
議
会
、
教
育
委
員
会
、

地
方
活
性
化
対
策
こ
れ
は
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
も
そ
こ
に
住

む
人
々
が
経
済
回
復
を
実
感
で

き
る
こ
と
だ
と
思
う
。
地
域
の

人
と
個
性
が
輝
く
活
力
あ
る
町
、
地
方
創

生
へ
向
け
た
活
性
化
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

各
種
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
、
実
施

体
制
の
検
討
、
利
用
者
へ
の
周

知
等
、
相
当
の
時
間
を
要
す
る

と
考
え
ら
れ
、
現
段
階
で
は
ど

の
よ
う
な
影
響
が
出
る
か
計
り
知
れ
な
い
。

入
所
判
定
委
員
会
に
お
い
て
介

護
の
必
要
性
や
家
族
の
状
況
等

を
勘
案
し
特
例
的
入
所
を
認
め

る
措
置
が
取
ら
れ
る
の
で
さ
ほ

ど
の
影
響
は
出
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

市
内
で
も
重
複
も
含
め
１
４
３

名
お
ら
れ
ま
す
。

要
介
護
１
、
２
の
方
が
20
名
で

す
。

介
護
保
険
制
度
の
中
の
経
費
が

大
変
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る

対
策
と
し
て
は
納
得
し
て
い

る
、
市
民
が
恩
恵
を
受
け
た
も

の
に
つ
い
て
市
が
負
担
す
る
と
い
う
認
識

で
あ
る
が
、
今
、
指
摘
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
案
ず
る
。

ご
質
問
の
脊
振
診
療
所
・
脊
振

公
民
館
・
脊
振
支
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お

り
、
又
地
域
の
人
達
の
利
便
性

の
確
保
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
、
重
要

な
施
設
で
あ
る
事
は
充
分
に
認
識
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
５
月
に
「
神
埼
市
公
共
施

設
の
在
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
今
後
の
方
針
と
し
ま
し
て
は
、
在
り

方
の
検
討
の
中
で
脊
振
の
施
設
に
つ
い
て

は
検
討
す
べ
き
と
指
示
し
て
い
る
の
で
、

最
優
先
課
題
と
し
て
協
議
し
て
い
く
。

本
市
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
合

併
当
初
に
各
３
町
の
規
模
・
職

員
数
に
応
じ
組
織
機
構
を
整
備

し
、
そ
の
後
機
構
の
見
直
し
に

よ
り
、現
在
の
組
織
機
構
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
老
朽
化
し
た
本
庁
舎
の
建
て
替
え

も
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
委
員
会
の

中
で
改
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

神
埼
市
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
中
で
「
仕

事
を
作
り
安
心
し
て
働
け
る
環

境
の
整
備
」「
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
等
希
望
を
か
な
え
る

施
策
」
に
つ
い
て
検
討
し
、
活
性
化
に
資

す
る
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

Q

質 問

A
園田福祉
事務所長

A
福祉事務

所長

A
甲斐高齢

障がい課長

A
高齢障がい

課長

A

市長

A

市長

A
松永総務
企画部長

A
宇曽谷産業
建設部長

介護制度の改悪
における市民生
活への影響につ
いて

公共施設のあり
方と対策（脊振
診療所・脊振公
民館）

そ
の
他
の
質
問

・
地
方
創
生
（
三
町
の
活
性
化
対
策
）
は

・
活
力
の
あ
る
農
林
産
業
の
振
興
対
策
に

つ
い
て

そ
の
他
の
施
設
が
３
町
に
振
り
分
け
ら
れ

て
い
る
が
、
今
後
も
現
在
の
ま
ま
と
考
え

て
良
い
か
。
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編
集
後
記

　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
で
は
、
今

年
１
月
14
～
15
日
に
広
島
県
大
竹
市
議
会

と
坂
町
議
会
に
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
行
政
視
察
研
修
を
行
な
い
ま

し
た
。
大
竹
市
議
会
だ
よ
り
に
は
、
議
会

用
語
等
に
解
説
が
あ
り
、
地
域
文
化
や
地

域
市
民
の
笑
顔
の
写
真
掲
載
が
特
徴
的
で

し
た
。
ま
た
、
坂
町
議
会
だ
よ
り
は
、
文

字
が
大
き
く
、
縦
六
段
に
す
る
こ
と
で
文

章
が
読
み
や
す
く
、
議
会
ク
イ
ズ
や
ま
ち

の
声
（
意
見
・
要
望
等
）
の
掲
載
で
町
民

と
一
体
と
な
っ
た
議
会
だ
よ
り
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

両
議
会
だ
よ
り
と
も
市
民
・
町
民
の
み

な
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
の
工
夫
が

あ
り
、
視
察
研
修
の
成
果
を
今
後
の
議
会

だ
よ
り
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。
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県内 10 市の特別職報酬等の状況について

平成 26 年 12 月現在（単位：円）
市名

（11 月末人口） 市長 副市長 教育長 議長 副議長 議員

佐賀市
（235,903 人） 1,039,000 820,000 679,000 692,000 607,000 553,000

唐津市
（127,604 人） 963,000 770,000 690,000 503,000 459,000 438,000

鳥栖市
（72,023 人） 956,000 766,000 629,000 493,000 441,000 413,000

伊万里市
（56,964 人） 946,000 755,000 678,000 486,000 435,000 407,000

武雄市
（50,393 人） 890,000 663,000 614,000 455,000 385,000 360,000

多久市
（20,570 人） 813,000 652,000 571,000 441,000 371,000 345,000

神埼市
（32,616 人） 829,000 655,000 570,000 386,000 322,000 300,000

小城市
（46,017 人） 823,000 659,000 598,000 460,000 401,000 374,000

嬉野市
（27,721 人） 768,000 635,000 562,000 400,000 330,000 310,000

鹿島市
（30,838 人） 778,000 631,000 593,000 416,000 350,000 331,000

　議会改革検討特別委員会において県内10市の特別職報酬について質問があり、
調査の結果、下表のとおりの報酬額となっていました。


